


























































































































































































































































































































































































































































かぶってしまったようで、7 ～ 8 歳の子が足に火傷を
負って受診しました。熱湯は幸い足だけにかかったよ
うでしたが、すでに数日が経過しており、その後、き
【写真 8】
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れいな水も手に入らず、薬もなく、適切な処置ができ
なかった結果、水疱であったところが破れ、化膿して
表皮はドロドロに溶けた状態でした。痛みもあり、自
分で歩くことができなくなってしまったようでした。
火傷自体は重症というほどではなかったのですが、パ
キスタンではこのような家族が往々にして、山の奥の
方に住んでいます。
初めてクリニックに来たときは、お父さんがおぶっ
て 4 時間かけてやってきました。火傷をしたときにす
ぐに来れたらいいのですが、この子をこのクリニック
に連れてくるだけで一日仕事になってしまいます。お
父さんはこの子のために一日仕事を休んで連れてきた
のです。なぜ、このエピソードが印象に残っているか
というと、この子の火傷を最初に見たとき、これは適
切な処置がされれば必ず良くなると確信しました。そ
れは ICU で勤務していた時の火傷患者さんの看護経
験から、この火傷の状態がすぐにアセスメントでき、
どのような処置が適切かも理解できたからでした。日
本には、今は傷を治す創傷治癒目的の貼付剤などがあ
りますが、ここではもちろんありません。今あるもの
で対応することが必要です。しかし、彼の火傷はその
ようなものがなくてもきれいな水でせっせと洗って汚
い皮膚を落とし、自分の皮膚の再生を促せば確実に治
癒すると思ったので、医師とも相談し、その治療を進
めました。ここで問題は、入院設備があるわけではな
かったので、この処置をどうやって行うかでした。毎
日行えば早く治っていくのですが、それは困難であっ
たため、お父さんに 1 週間に一度、この子をここに連
れて来れるか聞いたら、どんなことをしても自分が連
れてくるから何とか歩けるようにしてやってほしいと
いうのです。きっと今の生活で歩けないことがこの子
の将来にとってどんなことなのかお父さんが一番、理
解していたのだと思います。お父さんはその約束をき
ちんと守ってくれ、毎週、往復 8 時間の山道をこの子
をおぶって通ってくれました。来るたびに清潔な水で
汚い皮膚を洗い流すので、泣いて痛がっていました。
必ず、良くなるから頑張ろうと毎回、励まし合いなが
ら処置を行った結果、5 週間後に見事、自分の足で歩
いて来れるようになりました。
もうこれで、通わなくていいよと伝えた時にお父さ
んがとても喜んで「ありがとう、ありがとう」と何度
も言ってくれたのをとても鮮明に覚えています。私か
らするとこの子を毎週連れてきてくれたお父さんに感
謝したかったです。この子が治癒したのは私たちの力
でなく、毎週、往復 8 時間もの道のりをおぶって連れ
てきてくれたお父さんと辛い処置に耐えた彼自身の回
復力だと思いました。こちらがお礼を言いたかったで
す。後で、このお父さんが子どもをおぶって歩いてき
た道はどんなものか確認しましたが、クリニックのあ
る町に一番近い辺りの道を自分の足で歩くだけでも大
変な砂利の坂道でした。8 時間と言いましたが、私た
ちの足ではたぶん、倍くらいかかるのではないかと思
いました。この道を毎週、子供をおぶって通ってくれ
たお父さんの偉大さに家族を思う気持ちにとても感銘
を受けたのを覚えています。
【治療へのジレンマ】
次も患者さんに関することです。日本での治療との
ジレンマを感じた一場面でした。寒い時期でしたの
で、被災者はテント暮らしの中で火をたいて暖をとっ
ていました。その夜、その火がテントに燃え移り、火
傷を負った女性が運び込まれました。日本でだったら
これくらいの火傷はすぐに治療を開始すれば命にかか
わることはないと思ったのですが、夜間であり、この
患者さんを搬送する手段がないのです。なんとか早く
病院設備のある施設に搬送したいのですが、あちこち
地滑りも起きている状況で車で搬送することは危険が
伴います。一番いい方法はヘリコプターによる搬送で
すが、こちらも危険なため、夜間飛行は禁止されてい
ました。とにかく祈るような気持ちで一晩、この女性
を看護し、翌朝、一番のヘリコプターで搬送しました
が、結局、この女性が助かったかどうかはわかりませ
ん。でも、日本だったら、と考えるとすごくジレンマ
を感じた出来事でした。
【文化、価値観の違いによる難しさ】
もう一つ患者さんに関連することで、乳児の心肺蘇
生の時のことです。ある早朝、心停止の乳児が運ばれ
てきました。すぐに心肺蘇生を開始しましたが、残念
ながら治療の甲斐なく亡くなりました。この心肺蘇生
の最中に医師が、記録のためにも写真を撮っておけと
いうのです。私は乳児の心肺蘇生の写真を、それも親
御さんがいるところで撮らなくてもいいじゃないかと
躊躇していたのですが、先生たちは早く撮っておけと
いうので撮りました。親御さんにすごく申し訳ない気
持ちでいっぱいでした。案の定、数日後にお父さんが
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やってきて、「あの時、写真を撮っていただろう？」
と聞かれました。私は絶対に怒られると思ったんです
ね。日本だったらなぜ、あんな大変な時に写真を撮
るとはどういうことだ、となるだろうなと思ったの
で、すぐには返事ができず、通訳の人に彼は怒ってい
るの？と尋ねました。そうしたら、私の予測した答え
とは全く違う返答が帰ってきました。「その（撮った）
写真をくれないか。」と言われたのです。実はこの子
は生まれてまだ間がなく、写真を撮ったことがないた
め、この子の写真が家に 1 枚もないから、私の撮った
写真にこの子が写っているなら写真が欲しいというこ
とでした。その時、私は写真を撮ったときとは違う意
味で申し訳ないと思いました。こんなことなら、きち
んと写真をとってあげればよかった。災害に会い、子
を失うという大変な状況の中で写真が欲しいと訪ねて
きてくれた父親に私は、写真を撮っていたにも関わら
ず、大切なお子さんの顔は写真には写っていないんで
す、と伝えなくてはならず、撮ってはいけないと思い
込むのではなく、きちんと確認すればよかった。その
人、それぞれその場にそった大切なことがあり、これ
が正しい、これが間違っている、で分けられるもので
はありませんでした。
もう一つ、「5S」皆さん聞いたことがありますか？
「整理」「整頓」「清掃」「清潔」「しつけ」という日本
発祥の職場の改善活動です。日本人にはとっては当た
り前のことと思われるかもしれませんが、これが海外
ではなかなか難しいものです。私はこの 5S が仕事の
ฌੈ
∦௜䛡䛿௙஦䛾ᇶᮏ 䠑S䠄ᩚ⌮䞉ᩚ㡻䞉Ύ₩䞉Ύᤲ䞉䛧䛴䛡䠅
基本と思っていますが、「清掃」一つとっても文化の
違いによる困難さを思い知らされます。【写真 9】
ネパールの地震被災者救援事業の時、この写真で私
と一緒にゴミを拾ってくれているのは日本人の医師で
す。また、日本人看護師にとって診療施設内の清掃や
物品の洗浄を行うのは当たり前のことと映るかもしれ
ません。しかし、ネパールではカースト制度があり、
仕事の内容がしっかりと分かれています。日本人の医
師や看護師が清掃やゴミ拾いをすることは構わない
が、自分たちの制度の中では、他のカースト階級の人
の仕事を取ってしまうことにもなり、それはしてはい
けないことです。それが悪いこととかではなく、文化
なのです。そのような文化の中で、一緒に働いてくれ
た地元の人たちは、私たちの行っている清掃を手伝う
といってくれました。これをすることで、彼らは地元
の人たちから侮蔑の目を向けられるかもしれない。で
も、一緒にやるといってくれたのです。これはとても
勇気のいることだと思います。彼らの勇気に感謝する
とともに、異文化の中で働くことの難しさを痛感する
出来事でした。
【救援って、何？】
最後に毎回、一番考えさせられたことは「救援って
何だろう？」ということです。この写真は他の団体が
救援に来て、自分たちが帰るときに現地に寄付して
いった物品です。でも、置き方はこれでした。皆さん
が見たら考えられないと思うかもしれませんが、一部
屋に全て、とても整理された状態とは言えない状況で
【写真 9】
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置かれてありました。現地の人もこれもらったけど、
どうしようかと困惑していましたが、寄付いただいた
ものであり、粗末な扱いはできません。中には最先端
の医療物品も入っていました。【写真 10】
まずはこれを整理することから始め、何があるの
か、どうやって使用する物なのかを説明し、現地の人
が理解して、今後使用できるようにすることが必要で
す。その点では日本人は先ほどの 5S の「整理」「整
頓」がとても得意だと思いました。写真は実際に活動
中に私たちのチームが行った「整理」「整頓」です。
現地の人にもとても感心されました。
現地の人が欲しいといったから置いて行くことがい
いのかどうか、特に現地では休む間もないほど忙し
く、片付ける時間もない中、どうやったら現地の人も
寄付してくださった方も双方がよかったと思ってもら
えるような支援になるのか、きちんと考えないといけ
ないと思うエピソードでした。
まとめ
救援って、何かを人に与えるとかでなく、自分が教
えられたり、自分に何ができるのか問う機会であると
思います。その時、私が痛感したのが、十数年間行っ
てきた自分の経験が全て基本であり、培った知識・技
術・看護観がとても役立ったということです。その意
味で学生の皆さんに、10 年後、もっと先かもしれま
せんが、何をしていたいと考えますか？と問いたいで
す。やりたいことが、今日できるわけではありませ
ん。明日できるわけでもないのです。3 年後になるの
か 5 年後になるのか、もっと先かもしれませんが、最
初の一歩目はやりたいと思うこと、それは今日からで
もできるはずです。
国際医療救援活動でなくてもかまいません。「自分
は何がやりたいのかな？」って、考えてほしくて、「10
年後のあなたへ！　～その時のために、今、何をしま
すか～」というタイトルをつけました。10 年後の皆さ
んがやりたいことが見つかり、それに向かっていけま
すように。そして、私はそんな皆さんの手助けができ
るような授業ができたらいいなと思っています。
最後に、今回このような機会を作ってくださったい
とすぎ祭実行委員の皆さんに心から感謝申し上げま
す。ご清聴ありがとうございました。
※ 日赤の活動は災害救援活動、国際活動ですが自身の
経験については医療救護活動、医療救援活動と表記
してあります。
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